
 

 

 

掲載日 2021年８月 18日 

LEC HAPPINESS 株式会社 

地域への感謝を基本に成長見据える 

 

LEC HAPPINESS 株式会社の主力は焼肉と精肉の併設店舗「かわちどん」。コロナ禍で飲食

事業は大打撃を受けたが、小売事業の伸びで売り上げは例年並みを確保。地域貢献を社是と

し、通販事業にも乗り出す代表取締役の山田唯夫氏に聞いた。 

 

 

百年受け継ぐ秘伝の焼肉タレ 

 

当社の創業は 1968 年。両親が知り合いから喫茶店

「河内」の経営を引き継ぎ、レストラン「ニュー河

内」としてオープンしたのが始まりです。その後、

いろいろな業態の飲食事業にチャレンジし、1983

年に今の焼肉店と精肉店の併設店になりました。

焼肉「かわちどん」という店名は、焼肉業界では店

名が「ん」で終わると縁起がいいこと、また焼肉界

のトップ「ドン」になりたいとの思いを込めたこと

が由来です。現在当社は焼肉・小売併設店を 2 店舗、飲食専業を 1 店舗、小売専業を 1 店

舗のほか、串カツ店、ニクバル店、韓国海苔巻き専門店「キンパラボ」を各 1 店舗展開して

います。お肉は鮮度と品揃えに拘り希少部位のお肉や他ではなかなか食せない商品を職人

が一切れ一切れ丁寧に捌いて提供しています。そして、当社の自慢は何といっても、どこに

も真似できない秘伝の焼肉のタレです。私の祖母の時代から百年伝わる家庭の味で、レスト

ランの時代から提供してきました。この焼肉のタレの味は食べていただかないと伝わりま

せんが、当社従業員には、子どもの頃からこのタレのファンだった人も多いです。 

Company Data 

社名：LEC HAPPINESS 株式会社 

代表者：山田 唯夫 

住所：名古屋市北区黒川本通 4 の 45 

電話：052-913-4589 

ＵＲＬ：https://lec-happiness.co.jp 

紹介金融機関：中日信用金庫 
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コロナ禍で地域への感謝を再確認 

 

当社の店舗は、地元の名古屋市北区以外に、名古屋市

西区に「キンパラボ」を出店していますが、2021 年

中には全店舗を北区に集中させる予定です。また今

後数年で北区内に新店舗を 5~6 店舗と、精肉工場も

作る予定です。店舗や工場を北区に集中させるのは、

黒川地域で 50 年以上、お店を続けてこられたことに

対する地域への感謝です。当社では「HAPIKITA（ハ

ピキタ）」と銘打って、北区をハッピーにする事業を

進めており、店舗や工場を集中させることで、地元の雇用にも貢献できます。今回のコロナ

禍では、地元のお客様のありがたさをこれまで以上に痛感しました。新型コロナウイルスの

影響で、飲食事業の売上は減少しましたが、小売事業の割合が増え、今年 3 月期の売上高

は、例年並みを維持できました。それができたのは、お客さまからのご支援と、創業以来大

切にしている「お節介」精神による従業員のお客さまに対するおもてなしの心だと考えてい

ます。私の母親は、とにかく人の世話を焼くことが好きで、お客様の困りごとに気づいたと

きはすぐに行動に移していました。全従業員にそれを徹底し、地域に愛される店づくりを続

けているからこそ、この状況下でも地元の皆様にご愛顧いただき、商売ができています。お

かげさまで、飲食部門の休業中も小売事業部門は多忙を極めたため、飲食店舗スタッフに小

売の手伝いや調理場に入ってもらうことで、雇用を維持しました。また、すべてのお店が近

くにあることが幸いし、従業員に大きな負担をかけず勤務場所を変更することもできまし

た。当社の従業員同士は、家族のような雰囲気で、働きやすい職場だということも人が辞め

ない秘訣でしょう。 

 

新たな挑戦 

 

新たな挑戦（取組み）として、今秋から守山区で「めぐる漢方薬局」を経営している兄・賢

壯（たかお）と共に企画し、通販限定商品の「カンポウテーブル」シリーズを発売します。

薬剤師である兄の監修のもと、漢方の生薬を食材に取り入れたレシピを開発中です。今のと

ころ、数種類のレトルトスープが完成しています。順次、商品ラインアップを増やして、将

来的には当社を支える柱として育てたいと考えています。 

 

社名に込めた思い 

 

現在の社名である「LEC HAPPINESS」は、10 年ほど前に有限会社ミートショップやま田

から変更しました。「 LEC 」は「 LOVE （愛）」「 ENERGY （エネルギー）」

「COMMUNICATION&CHALLENGE（コミュニケーションと挑戦）」の頭文字です。こ

れらの追及で幸せと感動を社会に届けたいとの願いを込めました。今後は「HAPIKITA（ハ

ピキタ）」の取組みの中で、人財開発や高齢者雇用、地元企業や学生とのコラボレーション、

子ども食堂運営や SDGs など、社会貢献への取組みも強めていきたいと考えています。 
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